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私の取組は次のとおりです。 

 授業では「わかる」「できる」「かかわる」を大切にしています。私の授業を受

講する学生の多くは教職を目指す学生です。将来小・中・高・特別支援学校等の

養護教諭としていつも配意しなければいけない事を指導しています。私たちは正

しい知識のもとで正しい意思決定と行動選択ができるものです。児童生徒は、「わ

かっていても、できない」事もあり、「わからなくても、なんとなくできる」事も

あるという事です。養護教諭は保健教育にあたります。私が受け持つすべての授

業では「わかって、できる」授業や児童生徒の側に立った特別活動、教育相談、

保健室経営ができる養護教諭となる事を目指しています。そのために、より良い

教師とはどのような教師なのかを学生に考えさせます。授業づくりや保健教育を

実践する中で教職の魅力を知り、学生の主体性を生かし伸ばすことにより、結果

として学生は教師になる意欲が増したと考えています。 

また、授業の成否の一つに教材づくりがあります。私の授業では、たとえ講義

であっても教材を用意しなかった事はありません。私が受け持つすべての授業で

は事前に教材研究をし、その都度、何らかの教材を学生に提示し、思考判断し、

自分の考えを発表したりするペア学習やグループ学習を積極的かつ常態的に実施

することで他の意見を聞いて自分の考えを修正する力を身につけさせました。こ

のことは、新学習指導要領で目指す「主体的・対話的で深い学び（アクティブ・

ラーニング）」の具現化であると捉えています。本学の学生が教職に就いた時、他

校の学生より「主体的・対話的で深い学び」を目指した授業実践と保健室経営、

教育相談等ができると確信しています。 

 さらに、教職を目指す学生には「かかわる」を意識させました。「かかわる」に

は、先生とのかかわり、児童生徒同士のかかわり、教材や場所などとのかかわり

があります。養護教諭として大切なこれら３つのかかわりを意識させて、より良

い養護教諭になってもらうことが私の願いです。 

 私は長く教職に身を置いてきました。私は、できるだけ多くの学生に教職の魅

力を伝え、教職に就いてもらいたいと思っています。そして１０年後、２０年後

の「未来を創る子どもたち」を育ててもらいたいと熱望しています。 



           学生が作成した保健学習教材 

 

学生が作成した大学周辺の地域安全マップ 

 



          児童生徒の言語活動について考える 

 

 教師の言葉かけについて考える 

 



楽しい授業、楽しくない授業を考える 

 
 

 
 


